













































































といった点が考えられる。ただし、八月末に会津藩は新政府軍によって城下を包囲され、九月になって法親王が仙台・米沢両 共 より先に新政府に降伏したことで、両者のつ がりは崩壊した。おわりに
法親王は、会津藩と少なくとも慶応四年二月頃から接触があった。そして、奥羽潜
行後は、盟主をめぐる協議、人材の提供、他藩との仲介など つながりがみられた。このように法親王は他藩と比べて、会津藩か 強い支持を受けていた。それは法親王が容保と頻繁 会っていたこ 、小野をはじめとした 士達が法親王を助けて たことなどからもわかる。
即ち、法親王と会津藩の関係は長期に及び、六～八月 密接なもの なった 、九
月前後になって崩壊したと結論づけられる。今後は、よ 多くの と法親王の関係をみていくこ で、戊辰戦争における法親王の果たした役割の一端を明らかにしたい。註
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